
㈱光流園静山荘との損害賠償等請求訴訟について 

標記の訴訟につきまして、令和 4 年 4 月 15 日に、大阪高等裁判所におい

て、第二審判決がありましたので報告します。

１．第二審の概要 

 原 告：株式会社光流園静山荘（被控訴人）

 被 告：宇治市（控訴人）

 控 訴 日：令和 2 年 12 月 3 日

 訴 額：124,998,534 円

 概 要：原告である㈱光流園静山荘が運営する旅館が「平成 24 
年 8 月 13 日から同月 14 日にかけての豪雨の際に床上

浸水の被害を受けたのは、旅館の近傍を流れる山王谷川

に設置されたスクリーンの構造や旅館に隣接する排水

機場の運用方法に設置又は管理の瑕疵があったからで

ある」として、本市に対し損害賠償を求めたもの

２．判決主文の内容

1 控訴人の本件控訴を棄却する。 

2 被控訴人の附帯控訴に基づき、原判決中被控訴人関係部分を次のとお

り変更する。 

3 控訴人は、被控訴人に対し、１２６９万４７７３円及びうち１２４６万

９７０７円に対する平成２４年１０月１０日から支払済みまで年５分

の割合による金員を支払え。 

4 被控訴人のその余の請求を棄却する。 

5 訴訟費用中、当審において生じた部分（控訴費用、附帯控訴費用を含

む。）及び原審において控訴人と被控訴人との間に生じた部分は、第１、

２審を通じてこれを１０分し、その１を控訴人の負担とし、その余を被

控訴人の負担とする。 
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